
【試合結果】
決勝トーナメント
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審判 主審 副審

【ボックススコア】

No. 出場 得点 ３P ２P FT R F No. 出場 得点 ３P ２P FT R F

4 × 13 3 1 2 3 2 4 × 25 7 11 6 1

5 × 7 3 1 8 2 5 × 38 4 11 4 7 2

6 × 6 2 2 2 3 6 × 2 1 1 2

7 DNP 0 7 × 4 2 5

8 × 7 1 1 2 3 5 8 ／ 2 1 2

9 × 3 1 1 1 9 ／ 0 1 1

10 DNP 0 10 × 0

11 ／ 18 1 7 1 5 2 11 DNP 0

12 DNP 0 12 DNP 0

13 DNP 0 13 DNP 0

14 DNP 0 14 DNP 0

15 DNP 0 15 DNP 0

16 DNP 0 16 DNP 0

17 DNP 0 17 DNP 0

18 DNP 0 18 DNP 0

HC HC

54 5 15 9 21 15 71 4 22 15 20 8

出場　　×：スターター　　　　　　／：途中出場　　　　　　　DNP：出場なし

得点　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー

【戦　評】

板屋　誠、岩田　幸基

1Ｑ
　スターティングメンバーは、北見北が＃４、＃５、＃６、＃８、＃９、札向陵＃４、＃５、＃６、＃７、＃１０。ディフェンスは両チームハーフコートマンツーマ
ン。立ち上がりは向陵が＃５を中心とした攻撃で得点を重ね、ディフェンスでも、インターセプトから速攻で残り4分52秒、4－11と札向陵が７点リードとした
場面で北見北が１回目のタイムアウト。その後、北見北は＃８の連続３Ｐなどで１２－１５とし、札向陵の３点リードで1Ｑ終了。
2Ｑ
　途中出場の北見北＃１１がクォーター開始から連続ゴール、１６－１５と逆転に成功。札向陵は＃４のドライブなどで応戦するが、その後は一進一退の攻
防が続いた。残り時間１分を切り、北見北＃４がこのクォーター２本目となる３Ｐ、速攻から＃５のバスケットカウントワンスローが決まって３３－２６。札向
陵も＃５が終了間際に３Ｐを沈めるも、３３－２９、北見北の４点リードで前半を終えた。
3Ｑ
　札向陵は＃５のインサイドでの３連続ゴールなどで一気に追いつき、残り４分２５秒、＃４がフリースローを２本沈めたところで３７－３９と逆転に成功。そ
の後も＃７の３Ｐなどでリードを広げ、残り１分５０秒北見北がたまらずタイムアウト。しかし、札向陵が＃４、＃５を中心に得点を重ねる一方、北見北は
シュートがなかなか決まらず、得点差が広がっていった。４１－４９、札向陵８点リードで３Ｑ終了。
4Ｑ
　札向陵は＃５が３Ｐを含む連続ゴールでリードを２桁に広げると、厳しいディフェンスで北見北は２４秒オーバーとなる。残り３分３５秒、４６－６２札向陵の
１６点リードで北見北が後半２つ目のタイムアウト。タイムアウト明け以降は、北見北＃４の３Ｐをきっかけにオールコートマンツーマンで反撃を試みるも、
直後に札向陵＃５が３Ｐを沈めるなど反撃を許さない。その後もチームファウルによるフリースローなどで加点し続けた札向陵が５４ー７１で勝利、決勝戦
進出。全国大会の切符を手にした。敗れた北見北も最後まで諦めずに頑張り、準決勝にふさわしい好ゲームとなった。
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女子 準決勝
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湿原の風アリーナ釧路Cコート

結果

北見北 札幌向陵
オホーツク 札幌

54 71
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